
令和８年度学校経営概要 ＜米養西置賜校＞ 

Ⅰ 本県教育の目標 

【第７次山形県教育振興計画】 

「ウェルビーイングを目指し、多様性あふれる 

持続可能な社会の実現を担う山形の人づくり」 

Ⅰ 一人ひとりが自分らしく可能性にチャレンジ

できる学びを実現する 

①自ら考え、主体的に行動する力を育む 

②新たな価値を創造する力を育む 

③互いを尊重し前向きに生きる心と体を育む 

Ⅱ 誰一人取り残されず、誰もが続けられる学び

の機会を充実する 

④それぞれの個性を活かし尊重した学びを実現す

る 

⑤生涯にわたり学びやスポーツ・文化芸術活動を

楽しむ 

Ⅲ 社会の変化に対応した学びの環境を整える 

⑥教育 DXを実現する 

⑦活力あふれる学校を実現する 

⑧家庭や地域と一体となった学びを支える 

＜ウェルビーイングを目指すために＞ 

個人の幸せだけでなく、社会が幸せを感じられる

ために、県民みんなが自分の力を活かしながら前

向きに取り組んでいることが重要→「チャレンジ」 

＜県民の皆様へ＞ 

県民一人ひとりが自分事として捉え、それぞれの

役割を果たしながら前向きに取り組んでいること

が大切 

  １ 学校教育目標 

 『自分から自分でする人間を育てる』 

２ 児童生徒像 

(１)げんきな人 

(２)なかよくする人 

(３)すすんでする人 

３ 確立すべき学校像 

(１)安全で安心できる学校 

(２)児童生徒中心の学校 

(３)生き生きとした楽しい学校 

(４)チームとしての学校 

４ 信頼される教職員像 

(１)専門性を高め、創意工夫して職務にあたる教

職員 

(２)向上心を持ち、使命・責任を果たす教職員 

(３)同僚性を発揮し、協働する教職員 

５ 学校経営の重点 

(１)全教職員が一丸となって取り組む「児童生徒

を真ん中に置いた教育」の推進 

 ・児童生徒の人格と主体性を尊重した教育を推

進する。 

(２)障がいの多様化に応じた一人ひとりへの指導

・支援の充実 

 ・一人ひとりの実態を的確に把握し、「やりが

い」や「手応え」を大切にした「できる状況づ

くり」を行い、個別の指導計画、個別の教育支

援計画に基づいた指導・支援の充実を図る。 

(３)教職員が各々の得意分野や専門性を生かし、

協働して児童生徒に必要な資質・能力を育成 

 ・同僚性を高め、教職員間のコミュニケーション

と情報共有を推進し、連携をより一層強化する。 

(４)「学びの連続性」を意識した教育課程の編成

と「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授

業改善の推進 

 ・知的障がい特別支援学校の教育課程編成等に

関する評価と再構築（米養カリキュラム） 

(５)「社会に開かれた教育課程」を追求し、保護者

・地域・関係機関との連携を密にして「信頼され

る学校づくり」を推進 

 ・地域資源を活用した効果的な教育活動の推進

と長井南中や長井王業校高等との交流及び共同

学習の充実を図る 

(６)自立と社会参加に向けたキャリア教育と進路

指導の充実 

 ・一人ひとりに応じた就業体験や社会貢献活動

等を軸に自ら考え選択する機会を拡大し、キャ

リア教育と進路指導の充実を図る。 

(７)ICTの更なる活用の推進 
 ・ICT の効果的な活用促進及び AI の効果的な活用を

探り、児童生徒の主体的な学びの充実や学習上・生活

上の困難さを補うとともに校務の効率化を図る。 

(８)分教室、分校が連携した効果的な指導の実施

と交流及び共同 

 ・「米養にしおきたままつり」の充実を図る。 

(９)西置賜地域における特別支援教育のセンター

的機能の更なる充実 

 

   

Ⅱ 特別支援教育の指導の重点 

◎共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シ

ステムのより一層の理解推進と交流及び共同学習

の活性化 

◎校長のリーダーシップをもとにした校内組織体

制の整備と関係機関との連携強化による一人ひと

りの教育的ニーズを踏まえた切れ目ない支援の充

実 

◎自立と社会参加を目指したキャリア教育の充実 

Ⅲ 特別支援学校における指導の充実 

◎障がいの重度・重複化、多様化に対応し、障がい

の状態や特性等に応じるとともに、地域との連携

・協議を踏まえた社会に開かれた教育課程を編成

し、適切な指導と必要な支援を行う 

◎障がいの特性に応じた ICT の効果的な活用事例

等をホームページ等で発信し、指導方法の共有を

図る 

◎学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう、

学校全体として組織的かつ計画的な評価方法の研

究を行う 

◎個別の教育支援計画を活用し、家庭や医療、福

祉、労働等の関係機関と典型して効果的・継続的

な指導を行う 

◎必要に応じて外部専門家や特別支援学校間で連

携するなどして、幼保こども園、小中学校、高等

学校等の巡回相談等の要請に応じ、センター的機

能を一層発揮していく 
※「令和６年度 学校教育指導の重点（山形県教育委員会）」より 

  

 



 


